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会議録 

会議の名称  社会教育委員の会議（６月定例会） 

開 催 日 時 令和７年６月27日（金）午後２時から午後４時まで 

開 催 場 所 田無第二庁舎３階会議室 

出 席 者 

委 員：伊尻委員、岩穴口委員、小野委員、川原議長、河野委員、坂内委員、 

澤井委員、高橋委員、谷関委員、長谷川委員、松本副議長、米村委員 

事務局：大内社会教育課長、鬼頭社会教育係長、野田主事 

議 題 
（１） 提言（案）の確認について 

（２） その他 

配 付 資 料  

記 録 方 法 □全文記録 □発言者の発言内容ごとの要点記録 ■会議内容の要点記録 

会 議 内 容  

議題（１） 提言（案）の確認について 

●事務局より、提言（案）の内容の修正と提言の提出について説明。 

 

〇議 長：本案をもって提言としたいと思う。 

 

一同異議なし 

 

議長から教育長へ提言を提出 

 

 

議題（２） その他 

●事務局より、令和７年７月７日付の組織編成にともない、社会教育課から地域学習推進課へ名称変更

があることについて説明。 

 

●今期社会教育委員の最後の定例会となるため、委員各位より初見及び感想の発表。 

 

○委 員：社会教育委員の中での提案や活動を学校経営にも参考にすることができた。 

     また機会があれば参加できればと思う。 

 

○委 員：研修を受けたり自ら調査したりすることで学びが多かったと思う。一人一人の市民が 

意見を持ち学ぶという熱意が込められた「社会教育」の言葉が今後も続くことを願う。 

 

○委 員：数十年後に地域のつながりがなくなってしまわないように、今の時点で種まきをしていく 

ことが重要であると考えるきっかけとなった２年間だった。 

 

○委 員：市民目線、父母目線での地域のサポートを今後も続けていきたい。 

 

○委 員：ボランティア活動やおやじの会など、様々な活動があることを知ることができた。 

一方で、このような活動が広く知られていないことが課題に思う。 
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○委 員：定例会での研修や他市の研修に参加し、多くを学ぶことができた。 

 

○委 員：社会教育委員として他市の研修に参加し他市にもつながりができた。外に出ていかない 

     とネットワークは広がっていかないと痛感した。 

 

○委 員：地域学習推進課に変わったことで、公民館との関わりが今後どうなっていくのか、これ 

     からも見守っていきたいと思う。 

 

○委 員：提言をまとめることは大変だったが、委員各位及び事務局のおかげで分かりやすく 

     まとめることができたと思う。 

 

○委 員：提言を教育委員会が受け止め尊重してくれたことを嬉しく思う。また、提言の概要版が 

     分かりやすかった。いかに分かりやすい指針を示していくことが大事であると思った。 

 

○委 員：活動を通して、地域の人材をどう活用するか考えることが大事であると思った。 

     今回の提言を受けて市が何をしていくのか注視していきたい。 

 

○議 長：委員全員で提言を形にすることができ、「社会教育は皆でやる」ということを実感する 

     ことができた。今後も活動を続けていきたいと思う。 

 

 

次回会議 

日時 令和７年７月25日（金）午前10時 

場所 田無第二庁舎 ２階会議室 

         

 


